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メインを基に した時間-の写像メタファーであるD Lか L TIM ORIENTATION
METWHORはr方向性Jを指定するだけで､r時間の動きJに関しては何も育っていない二
空間の ドメインを基にしたこの TJMEORJENTHTIONMEmPIJORと､次節で紹介する

















































































































































































(13)に示したように THE TIMEISノlRESOとノ方α MHTAJ'ORにはその背景に THE
RESOURCESCHEMAが存在し､そのスキーマを構成する多くの要素が存在する,.そし
てそのスキーマを構成するシナリオがあり､そのシナリオの中で私たちは行動し､ある結
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